
清
来
湖
南
の
遷
善
所
に
関
す
る
覚
書

一

は

じ

め

に

筆
者
は
先
に
湖
南
省
に
お
け
る
変
法
運
動
の
中
で
実
施
さ
れ
た
、
中
国
が
自
‐

ら
の
手
で
最
初
に
行
っ
た
近
代
的
な
警
察
制
度
で
あ
る
保
衛
局
に
関
し
て
、
そ

の
実
施
に
至
る
前
提
条
件
と
し
て
の
湖
南
を
め
ぐ
る
情
勢
、
及
び
保
衛
局
実
施

に
至
る
経
緯
、
そ
の
内
容
と
特
徴
、
政
変
後
の
保
衛
局
に
対
す
る
措
置
等
を
検

討
し
た
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
列
強
の
湖
南
進
出
必
至
と
い
う
状
況
と
、
攘

夷
的
風
潮
が
尚
旺
盛
な
省
内
の
状
況
の
下
で
、
「
外
国
と
の
摩
擦
に
よ
る
利
権

の
侵
奪
を
避
け
、
治
安
の
安
定
化
に
よ
る
省
内
商
工
業
の
発
展
を
企
図
し
た
政

策
」
と
位
置
付
け
、
政
変
後
、
「
変
法
派
の
諸
政
策
を
こ
と
ご
と
く
嫌
悪
す
る

守
旧
派
に
よ
っ
て
、
保
衛
局
は
廃
止
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
変
法
派
と

守
旧
派
と
の
対
人
民
観
、
或
い
は
対
人
民
政
策
に
お
け
る
同
質
性
を
見
出
せ
る

も
の
は
何
も
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。
か
か
る
結
論
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す

る
為
に
は
、
保
衛
局
と
同
時
に
設
置
・
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
犯
罪
者

及
び
失
業
者
の
矯
正
授
産
施
設
と
し
て
の
遷
善
所
の
内
容
の
究
明
に
よ
っ
て
、

そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
変
法
派
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
前
稿
に
お
い
て
は
遺
憾
な
が
ら
触
れ
得
な
か
っ
た
し
、
又
遷
善

目

黒

克

彦

(
史
学
教
室
)

所
に
間
す
る
史
料
も
極
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
実
に
迫
り
得
る
材
料

に
不
足
す
る
憾
み
が
有
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
九
世
紀
末
の
湖
南
変
法
派
が
意
図
し
た
治
安
維
侍
策
と

は
何
か
。
そ
こ
で
治
安
維
持
の
対
象
と
さ
れ
た
人
民
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
ど

の
様
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
。
全
く
の
敵
対
的
存
在
と
し
て
、
弾
圧
の
対
象

と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
藤
谷

浩
悦
氏
は
同
じ
く
保
衛
局
を
取
り
挙
げ
た
論
考
に
お
い
て
、
保
衛
局
が
上
層
の

紳
商
の
利
権
の
保
護
を
目
的
と
し
、
人
民
を
敵
視
・
切
り
捨
て
る
政
策
と
し
て
、

保
衛
局
を
意
義
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
湖
南
変
法
派
の
対
人
民
観
を
検

討
す
る
一
つ
の
手
懸
り
と
し
て
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
史
料
で
は
あ
る
が
、
竹

9
の
範
囲
の
史
料
に
基
き
、
遷
善
所
の
内
容
と
そ
れ
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
変

法
派
の
意
図
を
検
討
す
る
中
で
、
彼
ら
の
人
民
観
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
、
粗

雑
な
覚
書
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

ニ

遷
善
所
の
開
設

既
に
述
べ
た
様
に
、
遷
善
所
の
内
容
を
検
討
す
る
材
料
は
極
め
て
乏
し
く
、

「
湘
報
類
纂
」
所
収
の
「
湖
南
遷
善
所
章
程
」
(
以
下
「
章
程
」
と
略
称
)
全

ト
七
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彦克黒目

三
十
四
条
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
章
程
」
は
何
時
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
一
九
七
九
年
五
月
に
上
海
図
書
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
中
国
近
代
期
刊
篇

目
彙
録
」
第
一
巻
の
付
録
と
し
て
、
湖
南
変
法
派
が
発
行
し
た
日
刊
紙
「
湘
報
」

全
号
の
「
簡
目
」
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
「
章
程
」
は
一
八

九
八
年
三
月
十
四
・
十
五
日
(
光
緒
二
十
四
年
二
月
二
十
二
目
・
二
十
三
日
)

付
の
第
七
・
八
号
に
、
二
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
七
号
に
は
「
湖

南
保
衛
局
章
程
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
章
程
」
は
「
保
衛
局
章
程
」

と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
作
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
一
体
誰
が
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
湖
南
変
法
派
が
組
織
し
た
南
学

会
の
会
長
で
あ
っ
た
皮
錫
瑞
の
「
師
伏
堂
未
刊
日
記
」
(
以
下
「
皮
日
記
」
と

略
称
)
の
九
十
八
年
三
月
九
日
(
二
月
十
七
日
)
の
項
に
。

廉
訪
、
遷
善
所
章
程
を
見
示
す
。
秉
三
云
え
ら
く
、
保
甲
局
は
遷
善
所
に
改

め
ん
、
と
。

と
あ
り
、
廉
訪
=
長
宝
塩
道
で
あ
り
代
理
按
察
使
で
あ
っ
た
黄
遵
憲
が
「
章

程
」
を
皮
錫
瑞
に
示
し
、
同
席
し
た
秉
三
=
熊
希
齢
は
、
保
甲
局
を
遷
善
所
に

改
め
よ
う
と
発
言
し
た
事
を
記
し
て
い
る
。
又
「
湘
報
類
纂
」
所
収
の
黄
遵
憲

に
よ
る
「
湖
南
署
司
黄
通
飭
各
州
県
慎
重
刑
獄
札
文
」
の
中
で
、
監
獄
の
改

革
・
整
備
に
関
し
て
十
五
条
に
分
け
て
述
べ
た
後
に
。

現
に
撫
憲
の
司
に
檄
す
る
を
奉
じ
、
湖
北
遷
善
所
章
程
に
照
し
、
評
議
筋

遵
し
、
已
に
省
城
に
お
い
て
保
衛
局
に
付
し
て
遷
善
所
を
設
立
す
。

と
述
べ
て
お
り
、
巡
撫
陳
宝
蔵
の
檄
を
受
け
、
湖
北
の
例
に
倣
っ
て
設
立
し

た
事
を
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
直
接
的
に
言
及
し
た
史
料
は
欠
如
し
て
い
る
も

の
の
、
「
章
程
」
も
「
保
衛
局
章
程
」
と
同
様
に
、
黄
遵
憲
の
手
に
成
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
湖
南
の
遷
善
所
に
先
行
し
、
そ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た

と
あ
る
湖
北
遷
善
所
に
つ
い
て
は
、
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
内
容
の

も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
か
、
現
在
の
所
、
全
く
明
ら
か
で
な
い
。
湖
広
総

十
八

督
張
之
洞
が
政
変
後
、
保
衛
局
の
保
甲
局
へ
の
裁
併
を
報
告
し
た
上
奏
文
の
中

で
、
湖
南
の
遷
善
所
は
、
「
他
省
の
自
新
所
章
程
と
相
同
じ
」
で
あ
る
と
記
し

て
お
り
、
当
時
「
自
新
所
」
な
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
様
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
実
も
不
明
で
あ
る
。
記
し
て
後
考
を
待
ち
た
い
。

か
く
し
て
湖
南
の
遷
善
所
は
、
保
衛
局
の
構
想
が
固
ま
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
進

行
的
に
黄
遵
憲
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
、
「
章
程
」
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
保
衛
局
章
程
」
の
場
合
、
原
案
が
黄
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
皮
錫
瑞
に
示
さ

れ
た
の
が
二
月
五
日
(
一
月
十
五
日
)
で
あ
り
、
更
に
成
稿
が
出
来
だ
の
が
一
一

月
十
日
(
一
月
二
十
日
)
、
「
湘
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
三
月
十
四
日
(
二
月

二
十
三
日
)
で
あ
る
。
こ
の
間
に
1
ヵ
月
余
の
間
隔
が
有
る
。
そ
し
て
こ
の
間

に
反
対
論
が
沸
き
起
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
遷
善
所
の
場
合
、
原
案
が
示
さ
れ

て
か
ら
「
湘
報
」
に
登
載
さ
れ
る
ま
で
、
僅
か
五
日
程
の
時
間
し
か
な
い
。
こ

の
事
は
保
衛
局
に
つ
い
て
は
、
成
案
を
示
し
て
予
想
さ
れ
る
反
対
論
を
見
き
わ

め
、
実
施
可
能
と
判
断
し
て
「
湘
報
」
に
掲
載
し
、
実
施
の
決
意
を
示
し
た
事

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
遷
善
所
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
保
衛
局
の
付

属
施
設
と
し
て
、
保
衛
局
を
め
ぐ
る
論
議
の
中
に
埋
没
し
て
、
そ
の
是
非
の
論

は
出
さ
れ
す
、
保
衛
局
の
実
施
と
共
に
開
設
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
皮
錫
瑞

の
日
記
に
お
い
て
も
、
遷
善
所
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少
な
い
。
主
要
な
論

議
は
保
衛
局
に
集
中
し
、
遷
善
所
の
設
置
問
題
は
そ
の
陰
に
隠
れ
た
形
で
、
何

ら
の
論
議
も
な
く
、
開
設
に
至
っ
た
様
で
あ
る
。

遷
善
所
開
設
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
示
す
明
文
史
料
は
存
在
し
な
い

局
が
九
十
八
年
七
月
二
十
七
日
(
二
十
四
年
六
月
九
目
)
に
開
局
し

(
九
月
七
日
△
七
月
二
十
二
日
▽
付
)
に
「
章
程
」
が
再
録
掲
載
さ
れ
、
更
に

一
五
四
号
(
九
月
十
四
日
△
七
月
二
十
九
日
▽
付
)
に
は
、

善
政
宜
民
「
長
沙
遷
善
所
の
各
項
の
教
習
は
日
な
ら
す
し
て
到
ら
ん
と
す
。
」

101



清未湖南の遷善所に関する覚書

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
「
湘
報
」

一
四
八
号
に
何

故
「
章
程
」
が
再
度
掲
載
さ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
開
設
後
そ
の
内

容
を
よ
り
周
知
さ
せ
る
為
と
推
測
さ
れ
る
。
以
L
の
事
が
ら
判
断
す
れ
ば
、
遷

善
所
は
保
衛
局
と
は
ぼ
同
時
に
発
足
し
、
後
に
見
る
様
に
、
保
衛
局
の
巡
査
等

に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
犯
罪
著
は
、
分
局
長
の
判
断
に
よ
っ
て
遷
善
所
に
人
所

さ
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
人
所
著
に
対
す
る
手
工
技
術
の
教
修

は
、
「
湘
報
」

一
五
四
号
の
記
事
の
「
簡
目
」
に
有
る
如
く
、
当
初
ま
だ
教
習

が
配
置
さ
れ
て
お
ら
す
、
九
月
後
半
に
至
っ
て
本
格
的
な
授
産
事
業
が
開
始
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
九
月
二
十
一
日
に
は
北
京
に
お
い
て

政
変
が
起
り
、
や
が
て
保
衛
局
も
廃
止
さ
れ
、
以
前
の
保
甲
局
体
制
へ
復
帰
す

る
事
と
な
る
。
そ
の
時
点
で
遷
善
所
が
ど
の
様
に
措
置
さ
れ
た
の
か
、
保
衛
局

と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
も
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
遷
善
所
の
発
案
著
・
設
立
時
期
等
に
つ
い
て
、
現
在
知
り
得
る
限
り
の

史
料
を
基
に
推
測
を
加
え
て
述
べ
た
が
、
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
湘
報
」

の
当
該
記
事
を
見
る
事
が
出
来
れ
ば
、
更
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ

三

遷
善
所
の
管
理
と
運
営

次
に
「
章
程
」
に
拠
っ
て
、
遷
善
所
の
内
容
を
検
討
す
る
事
と
す
る
。

O

設
置
目
的

先
ず
設
置
目
的
に
つ
い
て
見
る
と
、
遷
善
所
の
人
所
対
象
者
は
、
「
失
業
人
」

と
「
犯
人
」
と
し
て
い
る
。
「
失
業
人
」
と
は
、
「
章
程
」
第
十
一
条
に
、

年
軽
く
教
を
失
な
い
。
そ
の
家
長
よ
り
呈
首
さ
れ
し
著
、
或
い
は
游
蕩
に
し

て
依
る
な
く
、
時
に
街
市
に
在
っ
て
擾
累
訛
索
し
、
人
に
指
控
さ
れ
し
こ
と
有

る
著
、
或
い
は
貧
困
異
常
、
及
び
堪
に
し
て
堪
え
す
、
そ
の
族
長
姻
戚
よ
り

引
送
せ
ら
る
る
者
の
如
き
は
、
統
て
こ
れ
を
失
業
人
と
謂
う
。

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
明
ら
か
な
違
法
行
為
を
犯
し
て
は
い
な
い
が
、

生
業
を
持
た
す
、
遊
蕩
無
頼
に
し
て
、
街
頭
で
騒
擾
を
惹
起
す
る
様
な
若
著
を

指
し
て
言
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
家
長
・
族
長
ら
の
中
請
・
保
結
に
よ
っ
て
人
所

さ
せ
ら
れ
、
「
成
衣
(
裁
縫
)

・
織
布
・
弾
綿
(
綿
打
ち
)

・
刻
字
・
結
辨
線

(
組
紐
作
り
)

の
類
」
の
手

・
製
靴
(
製
靴
)
・
削
竹
器
・
造
木
器
・
打
麻
縄
(
麻
縄
作
り
)

工
技
術
を
修
得
せ
し
め
、
職
業
人
と
し
て
矯
正
し
、
出
所
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
「
犯
人
」
と
は
、
保
衛
局
の
分
局
委
員
の
審
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
犯
罪

内
容
及
び
収
容
す
べ
き
期
間
を
定
め
て
遷
善
所
に
送
付
さ
れ
た
著
で
あ
り
、

「
情
節
較
や
重
く
、
苦
役
に
充
つ
べ
き
著
」
を
除
く
者
を
対
象
と
す
る
、
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
に
再
び
触
れ
る
が
、
遷
善
所
の
目
的
は
、
無
職
に
し

て
遊
蕩
無
頼
の
人
々
及
び
軽
微
の
乃
至
情
状
に
よ
り
更
生
可
能
と
さ
れ
た
犯
罪

著
を
収
容
し
て
、
手
工
技
術
を
修
得
せ
し
め
る
、
と
い
う
職
業
訓
練
を
行
う
矯

正
教
化
の
施
設
と
す
る
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
施
設
の
設
置
を
必

要
と
し
た
前
提
に
は
、
当
時
の
長
沙
の
治
安
が
混
乱
を
極
め
て
い
た
と
い
う
事

情
が
有
っ
た
。
即
ち
先
の
拙
稿
に
述
べ
た
様
に
、
十
九
世
紀
末
の
長
沙
に
は
、

「
地
居
」
「
強
丐
」
「
窃
」
「
奸
民
」
「
散
勇
」
等
が
横
行
し
、
富
豪
・
商

店
を
標
的
に
、
ゆ
す
り
・
脅
迫
・
詐
欺
・
誘
拐
・
窃
盗
・
強
盗
事
件
が
頻
発
し

て
お
り
、
保
衛
局
設
置
の
目
的
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
不
法
分
子
を
取
締
り
、
治

安
の
確
保
を
図
る
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
取
締
り
の
み
を
強
化
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
無
業
・
失
業
の
民
は
他
処
へ
逃
れ
、
同
様
の
不
法
行
為
を
繰
り
返
す
事
と
な

り
、
保
衛
局
が
不
法
分
子
を
長
沙
か
ら
他
地
方
へ
追
い
や
る
だ
け
に
終
り
、
却
っ

て
他
地
方
の
治
安
を
混
乱
さ
せ
る
と
い
う
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
。
こ
の
為
に

取
締
り
の
機
関
と
し
て
の
保
衛
局
の
設
置
と
共
に
、
こ
れ
ら
不
法
分
子
乃
至
法

を
犯
し
か
ね
な
い
人
々
を
収
容
し
て
職
業
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
社
会
に
有
用
な

人
間
と
し
て
活
躍
さ
せ
る
為
の
施
設
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
保
衛
局
が
弾

十
九
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圧
の
機
関
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
遷
善
所
は
矯
化
・
更
生
の
機
関
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

�

管
理
体
制

こ
う
し
た
目
的
・
狙
い
を
持
つ
遷
善
所
の
管
理
体
制
は
ど
の
様
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
遷
善
所
が
保
衛
局
の
付
属
施
設
で
あ
っ
た
事
が
ら
、
当
然
保
衛

局
の
管
理
・
運
営
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

遷
善
所
は
長
沙
の
城
内
外
に
五
ヶ
所
設
置
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
恰

も
保
衛
局
体
制
下
の
中
級
機
関
と
し
て
の
分
局
が
、
城
内
外
五
ヶ
所
(
城
内
の

東
西
南
北
に
各
一
所
、
城
外
に
一
所
）
設
置
さ
れ
る
事
と
対
応
し
て
お
り
、
従
っ

て
分
局
に
付
属
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
城
内
中
央
に
設
置

さ
れ
た
保
衛
総
局
内
に
遷
善
所
辨
事
処
が
置
か
れ
、
こ
れ
が
遷
善
所
全
体
を
統

轄
す
る
機
関
と
な
る
。
こ
の
遷
善
所
辨
事
処
は
、
そ
の
名
の
如
く
事
務
機
関
で

あ
り
、
こ
こ
に
は
収
容
施
設
は
な
い
。
組
織
体
制
を
図
示
す
れ
ば
左
の
「
如
く
で

あ
る
。

遷
善
所
辨
事
処

遷
善
所
の
統
轄
機
関
で
あ
る
辨
事
処
は
、
城
内
中
央
に
設
置
さ
れ
る
保
衛
総

局
に
付
置
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
遷
善
所
全
体
の
事
務
を
掌
管
す
る
総
辨
が
配
置

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
保
衛
局
総
辨
が
兼
任
す
る
。
同
様
に
保
衛
局
の
会
辨
委
員

二
十

が
兼
任
す
る
坐
辨
大
員
一
人
、
会
辨
紳
士
が
兼
任
す
る
坐
辨
紳
士
一
人
が
置
か

れ
る
。
前
著
は
遷
善
所
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
公
文
」
の
収
発
を
総
辨
と
共
に

^

^
^

行
い
、
後
著
は
総
辨
と
共
に
、
「
稽
杏
管
理
」
を
担
当
す
る

こ
れ
ら
の
人
員

は
保
衛
局
の
任
務
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
遷
善
所
の
専
任
著
と
し
て
、
提

調
二
人
が
置
か
れ
る
。
彼
ら
は
「
知
府
或
同
知
」
ク
ラ
ス
の
官
員
で
あ
り
、
毎

目
交
代
で
一
切
を
稽
査
す
る
事
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
同
通
州
県
」
ク
ラ
ス

の
官
員
を
条
件
と
す

る
著
と
さ
れ
て
い
る

る
委
員
一
人
が
置
か
れ
、
毎
日
辨
事
処
で
事
務
を
処
理
す

。

以
上
が
遷
善
所
辨
事
処
を
構
成
す
る
人
員
で
あ
り
、
総
辨
・
坐
辨
・
提
調
は

必
要
の
際
に
は
、
合
議
す
る
事
と
さ
れ
て
い
る

遷
善
所

2
1
)

次
に
各
遷
善
所
の
構
成
を
見
る
と
、
こ
こ
に
は
「
佐
弐
雑
職
」
ク
ラ
ス
の
理

事
二
人
、
紳
士
が
就
任
す
る
副
理
事
一
人
が
配
置
さ
れ
る
。
彼
ら
と
保
衛
分
局

の
局
長
と
の
関
係
は
、
「
章
程
」
第
七
条
に
、

所
中
の
公
事
は
亦
保
衛
局
分
局
委
員
の
兼
轄
に
帰
す
。
所
有
犯
人
を
収
発
す

る
各
事
は
、
所
に
駐
す
る
委
員
を
会
同
し
て
辨
理
す
べ
し
。

と
規
定
さ
れ
る
様
に
、
保
衛
局
分
局
長
が
遷
善
所
の
管
理
責
任
者
を
兼
任
し
、

人
所
著
の
収
放
に
つ
い
て
、
分
局
長
と
理
事
が
会
・
同
し
て
処
理
す
る
事
と
し
て

い
る
。
理
事
の
職
掌
は
、
収
容
す
べ
き
「
失
業
人
」
「
犯
人
」
に
対
す
る
職
業

訓
練
の
実
施
・
監
視
・
所
内
秩
序
の
維
特
等
で
あ
り
、
副
理
事
は
収
容
著
の

「
一
切
の
起
居
飲
食
・
稽
査
・
保
護
よ
り
以
っ
て
疾
病
・
困
苦
・
用
恩
に
及
ぶ

ま
で
の
処
」
を
専
管
す
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
こ
こ
で
も
官
と
紳
と
の
間
に
任
務

分
担
が
為
さ
れ
、
官
は
収
容
者
に
対
す
る
教
育
・
監
視
、
秩
序
を
乱
す
著
へ
の

懲
罰
等
を
担
当
し
、
紳
は
彼
ら
の
所
内
に
お
け
る
生
活
面
を
担
当
す
る
者
と
言

え
る
。
こ
れ
を
総
括
し
て
、
第
九
条
に
は
、

理
事
官
紳
は
相
助
け
て
理
を
為
す
。
刑
法
は
官
の
専
管
と
為
し
、
銀
銭
は
紳

一
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の
専
管
と
為
す
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
任
務
分
担
は
保
衛
局
の
精
神
と
同
様
で
あ
る
。

収
容
者
に
手
工
技
術
を
教
授
す
る
教

に
八
人
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

習
に
つ
い

収
容
者

て
見
れ
ば
、
各
遷
善
所
ご
と

の
定
員
は
、
一
遷
善
所
当
り

「
失
業
人
」
の
四
十
人
、
「
犯
人
」
の
四
十
人
、
合
計
八
十
人
と
し
、
各
教
習

は
十
人
に
対
し
て
各
自
の
技
術
の
訓
練
・
教
授
を
行
い
、
且
つ
所
内
に
お
け
る

-
一

″

収
容
者
の
監
視
を
も
担
当
す
る
事
と
し
て
い
る
。

役
人
が
置
か
れ
、
「
奔
走
」
「
弾
圧
」
の
任
に
当
る

夜
交
代
で
看
守
の
任
を
も
担
当
し
、
保
衛
局
に

四
時
開
ご
と
に
こ
の
任
に
当
る
事
と
し
て
い
る

ぺ
各
遷
善
所
に
は
八
人
の
看

(
2
6
)

。
教
習
と
看
役
人
は
、
日

お
け
る
巡
査
の
巡
錫
に
倣
い
、

。
従
っ
て
教
習
は
単
に
そ
の
名

の
に
如
き
手
工
技
術
の
教
育
を
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
看
役
人
と
共
に
看
守
と

し
て
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
事
と
な
る
。
こ
の
他
給
食
を
担
当
す
る
厨
役
や
雑

(
2
9
)
(
3
0
)

役
・
門
役
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
員
数
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
構
成
員
に
よ
っ
て
遷
善
所
の
管
理
・
運
営
が
行
な
わ
れ
る
事
と
な
る
。

�

遷
善
所
内
の
生
活

遷
善
所
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
姿
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
収

容
者
の
住
房
は
、
一
房
に
「
失
業
人
」
・
三
人
、
「
犯
人
」
三
人
の
計
六
人
を
収

容
し
、
都
合
十
三
・
四
の
房
を
備
え
、
こ
の
他
に
厨
房
゜
門
房
‘
浴
室
、
監
禁

房
・
工
場
が
有
っ
た
様
で
あ
り
、
更
に
五
遷
善
所
の
収
容
者
を
対
象
と
し
た
病

院
を
も
設
備
す
る
事
と
し
て
い
る
。

さ
て
「
失
業
人
」
は
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
家
長
や
族
長
の
申
請
・
具
結
に

基
づ
い
て
入
所
し
、
定
時
に
各
教
習
の
指
導
・
監
腎
の
ド
で
、
工
場
に
お
け
る

作
業
に
就
き
、
一
定
の
「
定
程
」
(
ノ
ル
マ
)
を
課
せ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
一
定

の
技
術
を
修
得
し
た
後
に
出
所
す
る
事
と
し
、
特
別
に
入
所
期
間
の
定
め
は
見

え
な
い
。
一
方
「
犯
人
」
に
つ
い
て
は
、
保
衛
分
局
の
委
員
(
分
局
長
)
の
判

断
に
よ
り
、
そ
の
犯
罪
内
容
に
よ
っ
て
拘
禁
日
数
が
定
め
ら
れ
、
遷
善
所
へ
手

98

(
3
8
)

械
で
あ
る
「
鎖
紐
」
を
施
さ
れ
て
送
ら
れ
る
。
入
所
の
際
身
体
検
査
が
為
さ
れ
、

凶
器
・
洋
薬
烟
員
・
水
旱
袋
・
洋
犬
(
マ
ッ
チ
)

・
火
石
(
火
打
ち
石
)

・

大
刀
(
鉄
製
火
打
ち
石
)

・
銀
銭
等
の
所
持
の
有
無
を
調
べ
、
全
て
取
り
上
げ

て
保
管
し
、
釈
放
時
に
返
還
す
る
事
と
し
て
い
る
。
但
し
凶
器
や
窃
器
(
窃
盗

に
用
い
る
道
貝
)
は
没
収
す
る
。
又
洋
烟
(
ア
ヘ
ン
)
に
つ
い
て
は
特
に
厳
重

に
調
べ
、
入
所
す
る
「
失
業
人
」
「
犯
人
」
を
問
わ
す
、
ア
ヘ
ン
中
毒
の
者
に

は
「
戒
烟
丸
薬
」
を
給
す
る
事
と
し
て
い
る
。
「
犯
人
」
は
入
所
後
一
ヵ
月
間

は
「
鎖
紐
」
を
付
さ
れ
た
ま
ま
監
禁
さ
れ
、
そ
の
後
委
員
の
判
断
で
「
安
分
習

業
著
」
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
「
鎖
紐
」
を
解
き
、
「
失
業
人
」
と
共
に
工
場
で

修
業
す
る
。
し
か
し
こ
の
間
に
、
「
管
束
に
服
さ
す
、
及
び
閙
闘
殴
す
る
者
」

は
保
衛
分
局
に
送
ら
れ
、
懲
罰
の
「
鎖
紐
」
を
施
さ
れ
、
「
情
軽
き
者
は
所
中

に
発
回
し
、
勒
し
て
苦
役
を
作
さ
し
め
、
情
重
き
者
は
府
県
の
監
に
発
」
せ
ら

(
4
0
)

れ
る
。
又
遷
善
所
に
は
監
禁
房
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
「
犯
人
管
束
に
服
さ
す
、

怙
悪
滋
事
せ
る
者
は
、
所
に
住
む
委
員
の
査
明
を
経
て
、
仍
り
て
鎖
鐐
を
上
せ
、

監
獄
に
発
入
し
、
満
ち
る
日
に
再
び
脱
せ
し
む
」
と
い
う
懲
罰
が
行
な
わ
れ
る
。

収
容
者
は
朝
・
夕
に
点
呼
を
受
け
、
各
々
の
房
に
帰
り
休
む
事
と
な
る
が
、
各

房
の
施
錠
は
為
さ
れ
す
、
た
だ
門
の
み
施
錠
さ
れ
、
従
っ
て
収
容
者
の
所
内
で

の
行
動
は
監
獄
に
比
し
て
、
自
由
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

入
所
者
が
学
ぶ
手
工
技
術
は
、
先
に
記
し
た
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他

に
、
湖
南
の
特
産
品
で
あ
る
瀏
陽
の
葛
布
・
辰
州
の
楠
木
・
永
州
の
錫
器
・
宝

慶
の
竹
器
・
桃
源
の
緑
布
に
っ
い
て
も
将
来
的
に
は
学
習
・
製
造
し
、
更
に
は

外
図
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
灰
麪
(
混
沌
粉
)

・
鉄
釘
・
タ
バ
コ
や
、
輸
出
品(
4
3
)

の
草
帽
等
に
つ
い
て
も
、
教
習
を
招
い
て
倣
造
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

今
は
遷
善
所
の
目
的
と
し
て
、
「
失
業
人
」
や
「
犯
人
」
に
対
し
て
、
一
般
的

な
手
工
技
術
を
修
得
さ
せ
る
と
い
う
事
だ
け
で
は
な
く
、
省
の
特
産
器
の
製
造

や
輸
出
人
品
の
製
造
を
も
意
図
し
て
い
た
事
を
示
し
て
お
り
、
変
法
派
の
殖
産

ニ
ト
ー
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興
業
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
か
か
る
遊
民
や
軽
微
の
犯
罪
者
を
も
そ
の
政
策

所
著
に
要
す
る
経
費
は
基
本
的
に
官
費
に
よ
っ
て
賄
う
事
と
し
、
定
員
以
上
の

の
中
に
組
織
し
、
活
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
を
見
出
す
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

「
失
業
人
」
の
授
産
の
経
費
を
民
間
の
捐
助
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
し
て
い
た

又
入
所
著
は
こ
う
し
た
所
内
に
お
け
る
作
業
だ
け
で
な
く
、
「
通
溝
洫
・
修
道

事
が
窺
わ
れ
る
。

路
・
築
城
池
」
等
の
土
木
事
業
に
も
従
事
さ
せ
る
事
と
し
て
い
る
゜
(
4
4
)

一
方
支
出
の
面
で
は
、
人
件
費
が
大
き
な
額
を
占
め
る
。
総
辨
・
坐
辨
は
無

か
く
し
て
無
業
・
失
業
の
遊
民
、
軽
微
の
犯
罪
著
等
を
生
産
活
動
に
従
事
せ

給
で
あ
る
が
、
提
調
二
人
に
対
し
て
は
、
毎
月
各
八
〇
元
、
委
員
に
は
毎
月
五

し
め
、
労
働
に
従
事
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
矯
正
し
、
職
業
人
と
社
会

十
元
、
理
事
に
毎
月
十
四
元
、
副
理
事
に
も
毎
月
?
四
元
の
支
給
を
規
定
し
、

に
送
り
出
し
、
活
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

開
所
後
の
仕
事
の
繁
簡
に
よ
っ
て
人
員
数
・
給
与
額
を
再
検
討
す
る
事
と
し
て

四

遷
善
所
の
経
費

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
「
章
程
」
に
在
っ
て
は
、
目
常
収
容
著
と
直
接
に

次
に
遷
善
所
の
運
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
「
章
程
」
第

接
し
て
活
動
す
る
教
習
・
看
役
に
対
す
る
給
与
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な

三
十
一
条
に
お
い
て
、

い
し
、
雑
役
・
門
役
・
厨
役
に
対
す
る
給
与
は
、
別
の
章
程
に
お
い
て
定
め
る

此
の
項
の
遷
善
所
の
需
す
る
所
の
費
用
は
、
均
し
く
一
定
の
項
有
り
。

と
し
て
い
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。
明
示
さ
れ
た
人
件
費
の
月
額
は
、
遷
善
所

官
由
り
支
給
し
、
六
個
月
毎
に
用
い
る
所
の
各
款
を
将
っ
て
、
保
衛
局
局
章

辨
事
処
と
五
つ
の
遷
善
所
の
合
計
で
八
二
〇
と
な
る
。
教
習
・
看
役
人
に
つ

に
昭
依
し
、
局
門
に
繕
貼
し
て
衆
に
懸
示
す
。

い
て
は
、
保
衛
局
に
お
け
る
巡
査
吏
が
月
六
元
、
四
等
巡
査
が
四
元
で
あ
事

と
規
定
さ
れ
、
基
本
的
に
は
官
費
に
よ
っ
て
運
営
す
る
事
と
し
、
六
す
月
ご

か
ら
、
仮
り
に
月
五
元
と
す
れ
ば
、
一
所
に
つ
い
て
両
者
に
対
す
る
給
に
ブ
は
月

と
に
決
算
書
を
公
示
し
て
不
正
の
除
去
を
図
っ
て
い
る
。
官
か
ら
の
支
出
額
が

八
〇
元
と
な
る
。
全
遷
善
所
の
人
件
費
は
、
月
一
二
二
〇
元
と
な
る
。
こ
の
他

ど
れ
程
か
、
又
ど
の
税
目
よ
り
支
出
さ
れ
る
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
一
方
で

に
厨
役
・
雜
役
・
門
役
に
対
す
る
辛
工
費
が
加
わ
る
事
と
な
る
。

捐
助
を
期
待
す
る
規
定
も
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
捐
助
は
一
般
的
な
運

次
に
遷
善
所
の
収
容
著
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
「
衣
」
の
面
で
は
、
各
人

営
経
費
の
捐
助
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
貧
窮
無
業
の
人
を
よ
り
多
く
入
所

に
牀
鋪
一
張
と
冬
季
の
絮
被
一
床
、
綿
襖
・
綿
棒
各
一
件
、
夏
季
の
蓆
一
張
の

さ
せ
、
技
術
を
修
得
さ
せ
る
、
言
わ
ば
奨
学
の
資
全
捐
助
を
期
待
し
た
も
の
で

支
給
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
金
額
に
な
る
の
か
明
ら
か

あ
る
。
即
ち
人
所
著
の
飯
食
銀
は
一
日
五
分
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
も
し
銀
十

で
な
い
。
「
食
」
に
つ
い
て
は
、
「
章
程
」
第
二
十
七
条
に
、

五
元
を
捐
助
す
る
著
が
有
れ
ば
、
そ
の
事
は
十
人
を
助
養
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

失
業
人
は
毎
日
銀
元
五
分
を
給
し
、
犯
人
は
飯
食
銭
四
分
を
給
す
。
概
て

こ
の
事
は
一
遷
善
所
の
定
員
四
十
人
よ
り
多
く
の
「
失
業
人
」
の
教
修
を
目
指

廚
役
の
承
辨
に
帰
す
。

し
、
定
員
外
の
人
に
対
す
る
経
費
を
捐
助
に
よ
っ
て
賄
お
う
と
し
て
い
る
事
を

と
あ
り
、
「
失
業
人
」
に
対
し
て
は
銀
元
で
五
分
の
食
費
が
支
出
さ
れ
る
が
、

示
し
て
い
る
。
こ
の
定
員
外
の
人
所
者
は
所
内
に
住
ま
す
、
「
朝
到
暮
回
」
す

「
犯
人
」
に
対
す
る
「
飯
食
銭
四
分
」
の
支
出
を
ど
の
様
に
解
釈
す
べ
き
で
あ

る
事
と
し
て
い
る
。
更
に
紳
商
に
対
し
て
、
遷
善
所
の
施
設
の
拡
大
の
為
の
捐

ろ
う
か
。
一
方
で
「
飯
食
銀
元
」
と
し
、
他
方
で
「
飯
食
銭
」
と
し
つ
つ
、
単

助
を
期
待
す
る
文
章
も
見
え
る
。
従
っ
て
遷
善
所
の
運
営
に
要
す
る
経
費
、
入

位
を
同
じ
「
分
」
で
表
わ
し
て
い
る
が
、
ど
の
様
に
異
る
の
か
、
判
然
と
し
な
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い
。
「
失
業
人
」
に
対
す
る
食
費
が
「
犯
人
」
の
そ
れ
に
比
し
て
多
く
支
出
さ
れ

小
遣
い
銭
と
し
、
七
割
は
蓄
え
て
出
所
後
の
資
本
と
さ
せ
る
。
一
方
「
犯
人
」

て
い
る
様
で
あ
る
が
、
そ
の
差
が
ど
の
程
度
か
不
明
で
あ
る
。
明
ら
か
に
し
得

に
つ
い
て
は
、
利
益
分
の
五
割
は
食
費
に
補
填
さ
せ
、
五
割
を
蓄
え
て
出
所
後

ろ
「
失
業
人
」
の
食
費
の
支
出
の
み
で
計
算
す
れ
ば
、
一
道
善
所
四
十
人
で
、

の
資
本
と
さ
せ
る
事
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
原
料
代
の
公
費
負
担
は
一
応
無
い

五
遷
善
所
に
定
員
一
杯
入
所
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
に
対
す
る
支
出
額
は

事
に
な
り
、
純
利
分
の
七
割
乃
至
五
割
を
蓄
え
て
、
出
所
後
の
自
立
し
て
の
生

毎
月
三
百
元
と
な
る
。

計
の
資
と
さ
せ
様
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

認
定
し
得
る
遷
善
所
全
体
の
所
要
経
費
は
月
額
一
五
二
〇
元
、
年
額
に
し
て

こ
の
事
は
遷
善
所
の
設
置
を
図
っ
た
変
法
派
の
考
え
方
を
見
る
上
で
極
め
て

一
八
二
四
〇
元
と
な
る
。
こ
れ
は
嘗
て
試
算
し
た
保
衛
局
の
人
件
費
年
額
五
一

重
要
な
占
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
こ
の
様
な
遷
善
所
が
保
衛
局
の
設
置
と

一
六
八
元
の
約
三
割
に
該
当
す
る
額
で
あ
る
。
他
の
不
明
の
諸
経
費
を
勘
案
し

併
行
し
、
こ
れ
に
付
置
す
る
形
で
設
け
ら
れ
た
と
い
う
事
は
、
保
衛
局
と
遷
善
て
も
、
遷
善
所
の
財
政
規
模
は
、
保
衛
局
の
約
三
割
と
考
え
て
大
過
な
い
と
思

所
と
は
一
つ
の
セ
ッ
ト
さ
れ
た
制
度
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
保

わ
れ
る
。

衛
局
を
単
な
る
人
民
の
抵
抗
運
動
を
弾
圧
す
る
機
関
と
し
て
の
み
位
置
付
け
る

遷
善
所
は
矯
化
・
授
産
の
為
の
施
設
で
あ
る
。
従
っ
て
諸
工
芸
の
技
術
を
収

な
ら
ば
、
遷
善
所
も
又
か
か
る
反
体
制
分
子
を
監
禁
し
、
社
会
よ
り
隔
絶
さ
せ

容
者
に
教
修
さ
せ
る
為
の
経
費
が
肖
然
必
要
で
あ
る
。
「
章
程
」
第
十
六
条
に
、

る
事
の
み
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
変
法
派
が
事
新
し

此
の
項
の
需
す
べ
き
鈔
・
布
・
絲
・
綿
・
竹
・
木
の
各
項
の
成
木
の
備
う

く
遷
善
所
と
名
付
け
て
設
置
し
た
意
図
は
、
保
衛
局
に
よ
っ
て
治
安
の
確
保
を

べ
き
物
は
、
先
に
所
中
よ
り
預
備
し
、
再
び
各
教
習
に
発
交
し
、
各
人
に
分

図
り
、
こ
れ
を
乱
す
著
は
、
ま
だ
教
化
さ
れ
す
、
又
職
業
を
持
た
な
い
が
為
に

給
し
て
工
作
す
る
を
行
う
。

不
法
・
非
法
を
為
す
者
と
理
解
し
、
彼
ら
を
遷
高
所
と
い
う
矯
化
・
授
産
の
施

と
規
定
さ
れ
、
諸
工
作
の
原
料
は
遷
善
所
が
準
備
し
、
教
習
か
ら
各
収
容
者

設
に
収
容
し
、
彼
ら
を
手
工
技
術
・
職
業
を
持
つ
社
会
人
に
改
造
し
、
湖
南
の

に
分
給
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

産
業
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
せ
よ
う
と
す
る
事
で
あ
り
、
そ
の
為
に
所
内
に

各
項
の
業
成
れ
ば
、
委
紳
よ
り
発
出
分
售
し
、
物
料
の
成
本
を
帰
還
す
る

お
け
る
労
働
の
成
果
の
一
定
部
分
を
彼
ら
に
還
元
し
、
出
所
後
の
自
立
し
た
生

を
除
く
の
外
、
如
し
失
業
人
の
作
る
所
に
し
て
贏
余
有
ら
は
、
三
成
を
以
っ

活
の
資
木
と
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
当
初
か
ら
彼
ら
を
矯

て
給
し
て
零
用
と
作
し
、
七
成
を
以
っ
て
分
別
存
儲
し
、
そ
の
出
所
の
時
を

化
し
得
な
い
者
と
し
て
敵
視
し
、
弾
圧
す
る
為
だ
け
の
施
設
で
は
な
い
。
遷
善

俟
ち
、
給
し
て
資
本
と
為
さ
し
む
。
如
し
犯
人
の
作
る
所
に
し
て
贏
余
有
ら

所
は
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
著
の
収
容
・
矯
化
を
行
う
施
設
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で

ば
、
五
成
を
以
っ
て
該
犯
に
給
す
。
出
所
の
時
を
俟
ち
、
給
し
て
資
木
と
為

む
な
い
が
、
む
し
ろ
重
点
は
、
無
職
遊
蕩
の
若
者
に
対
す
る
授
産
・
職
業
訓
練

さ
し
む
。

に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
え
言
い
得
る
。
そ
れ
は
紳
商
の
捐
助
を
か
か
る
「
失
業

と
規
定
す
る
如
く
、
収
容
者
の
製
作
に
係
る
製
品
は
、
委
紳
(
副
理
事
)
の

人
」
の
収
容
数
の
拡
大
に
振
り
向
け
た
り
、
更
に
は
遷
善
所
の
規
模
の
拡
充
に

手
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
、
そ
の
売
上
げ
代
価
か
ら
原
料
分
を
差
引
い
て
、
残
余

向
け
よ
う
と
し
て
い
た
点
か
ら
も
、
そ
の
意
図
を
窺
う
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

が
有
っ
た
場
合
、
「
失
業
人
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
割
は
本
人
に
支
給
し
て

十
九
世
紀
後
半
以
後
、
西
欧
列
強
の
湖
南
進
出
強
化
に
件
っ
て
、
省
内
の
農

二
十
一
こ
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業
・
商
工
業
が
衰
退
し
、
加
え
て
大
平
天
国
を
始
め
、
数
々
の
国
内
反
乱
平
定
の

軍
事
力
と
し
て
輩
出
し
た
湘
勇
が
解
散
さ
れ
た
今
に
よ
っ
て
多
数
の
「
散
勇
」
=

失
業
兵
士
を
生
み
出
し
た
。
こ
う
し
た
失
業
し
た
農
・
工
・
商
業
従
事
者
及
び

兵
士
が
一
方
で
湖
南
の
治
安
・
秩
序
の
不
安
定
を
惹
起
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
変
法
派
の
意
図
は
、
彼
ら
失
業
し
た
人
々
に
対
し
て
ト
し
技
術
を
修
得

せ
し
め
、
生
産
活
動
に
従
事
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
治
安
の
安
定
化
と
共
に
、

商
工
業
の
振
興
・
発
展
を
図
る
と
い
う
、
二
方
面
の
狙
い
の
下
で
設
置
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
湖
南
の
特
産
物
や
、
輸
出
人
品
の
生
産
技

術
を
伝
授
し
よ
う
と
す
る
構
想
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

四

遷
善
所
と
監
獄

以
上
に
見
て
き
た
遷
善
所
と
、
当
時
中
国
社
会
に
通
行
し
て
い
た
監
獄
制
度

乃
至
矯
正
の
施
策
と
を
比
較
す
る
時
、
湖
南
変
法
派
、
と
り
わ
け
遷
善
所
の
設
立
著
と

見
ら
れ
る
黄
遵
憲
が
、
「
遷
善
所
」
と
銘
打
っ
て
実
施
し
よ
う
と
し
た
意
図
・

狙
い
が
一
層
明
確
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
田
の
従
来
か
ら
の
監
獄
制

度
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
な
考
察
を
進
め
得
て
い
な
い
が
、
取
り
あ
え
す

「
清
国
行
政
法
」
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
相
違
等
を
示
し
な
が
ら
、
考
察
を
進

め
た
い
。

さ
て
従
来
の
監
獄
は
「
一
切
ノ
未
決
囚
ヲ
拘
禁
ス
ル
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

犯
非
ノ
種
類
二
依
リ
テ
取
舎
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
原
則
ト
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る

様
に
、
未
決
囚
を
拘
禁
す
る
事
を
原
則
と
す
る
が
、
遷
善
所
に
在
っ
て
は
、
既

に
見
た
様
に
、
犯
罪
の
「
情
節
較
や
重
く
、
苦
役
に
充
つ
べ
き
著
」
＝
徒
刑
以

上
の
刑
罰
に
該
当
す
る
著
を
除
き
、
杖
罪
以
下
の
罪
に
当
る
著
は
、
保
衛
分
局
に
お

い
て
処
分
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
決
定
に
基
き
、
一
定
期
間
道
善
所
に
人
所
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
い
か
は
既
決
囚
を
収
容
し
、
更
生
・
矯
化
す
る
施
設

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
従
来
の
監
獄
は
現
今
の
拘
置
所
に
該
当
し
、
遷
善
所

は
一
種
の
刑
務
所
に
該
当
す
る
と
言
え
る
。
で
は
従
来
の
制
度
に
お
い
て
既
決

囚
を
収
容
す
る
施
設
は
何
か
と
言
え
ば
、
制
度
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
様

で
あ
る
。
笞
・
杖
刑
は
そ
の
決
定
数
の
執
行
を
受
け
た
後
に
放
免
さ
れ
、
徒
刑

は
「
各
地
ノ
駅
逓
二
配
発
シ
テ
労
役
セ
シ
ム
ル
ヲ
原
則
」
と
す
る
自
由
刑
で
あ

り
、
一
所
に
拘
禁
さ
れ
る
と
い
う
事
は
な
か
っ
た
。

こ
の
様
に
見
れ
ば
、
遷
善
所
は
既
決
囚
を
収
容
し
て
更
生
・
矯
化
せ
し
め
る

施
没
と
し
て
、
当
時
の
中
図
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
施
設
の
様
で
あ
る
。
も
っ

と
も
先
に
述
べ
た
様
に
、
黄
遵
憲
は
湖
北
の
遷
善
所
章
程
に
倣
っ
て
、
湖
雨
の

「
章
程
」
を
作
定
し
た
と
述
べ
、
張
之
洞
も
「
自
新
所
」
な
る
も
の
が
存
在
し

て
い
た
か
の
「
如
く
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
自
新
所
」
が
果
し
て
存

在
し
て
い
た
の
か
、
又
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
の
所
全

く
明
ら
か
で
な
い
。
加
え
て
張
之
洞
は
、
一
九
〇
四
年
(
光
緒
三
十
)
の
湖
北

の
按
察
使
及
び
州
県
官
に
宛
て
た
礼
文
に
お
い
て
、
「
庶
獄
の
清
釐
」
「
濫
刑
の

厳
禁
」
と
共
に
、
「
遷
浜
習
芸
等
所
の
建
設
」
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
事
は
湖

北
省
に
在
っ
て
は
、
こ
の
時
点
ま
で
遷
善
所
や
こ
れ
に
類
す
る
施
設
は
、
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
様
に
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
遷
善
所
は

湖
南
の
変
法
派
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

又
湖
南
の
遷
善
所
は
か
か
る
既
決
囚
の
収
容
の
み
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な

く
、
よ
り
強
い
狙
い
を
「
失
業
人
」
と
表
現
さ
れ
る
無
職
・
失
職
に
し
て
遊
蕩

無
頼
の
人
々
を
収
容
す
る
事
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
事
は
一
而
で
は
か
か
る
人
々

が
経
済
的
困
窮
か
ら
犯
罪
に
走
り
か
ね
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
の
予
防
拘
禁
と

い
う
意
図
も
窺
わ
れ
る
が
、
他
面
で
彼
ら
に
対
し
て
職
業
訓
練
を
施
し
、
社
会

に
有
用
な
人
間
と
し
て
送
り
出
そ
う
と
す
る
意
図
も
有
り
、
こ
れ
を
単
な
る
御

題
目
と
し
て
無
視
し
去
る
べ
き
で
は
な
い
。

管
理
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
地
方
の
監
獄
の
場
合
、
按
察
使
衛
門
及
び
府
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州
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
按
察
使
司
・
府
衛
門
の
監
獄
に
は
司
獄
が
配
置
さ

い
た
で
あ
ろ
う
事
を
推
測
し
て
い
る
。
在
来
の
監
獄
制
度
に
お
け
る
囚
徒
に
対

れ
、
州
県
の
獄
に
は
典
史
が
置
か
れ
て
い
る
。
監
獄
は
当
然
な
が
ら
官
員
に
よ

す
る
労
役
が
、
彼
ら
に
対
す
る
懲
罰
と
し
て
の
苦
役
を
課
す
る
事
で
あ
っ
た
と

る
管
理
・
運
営
が
為
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
遷
善
所
は
既
に
見
た
様
に
、
官
紳

思
わ
れ
る
が
、
遷
善
所
の
場
合
、
「
犯
人
」
に
対
し
て
も
、
明
ら
か
に
出
所
後

合
同
の
体
制
を
取
り
、
官
・
紳
に
よ
る
任
務
分
担
に
基
く
管
理
・
運
営
が
為
さ

の
良
民
と
し
て
の
生
活
を
可
能
と
さ
せ
る
べ
き
技
術
の
修
得
と
生
活
資
金
の
確

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
旧
来
の
官
の
み
に
よ
る
管
理
の
不
正
・
弊
害
の
除
去
と
、

保
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
が
そ
も
そ
も
「
遷
善
所
」
と
名
付
け

郷
紳
の
地
方
に
お
け
る
「
紳
権
」
の
発
展
・
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
変
法
派
の

た
意
図
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
明
確
な
意
図
に
基
く
所
内
で
の
職
業

意
図
を
見
出
す
事
が
出
来
る
。

訓
練
に
よ
る
矯
正
と
い
う
事
も
、
変
法
派
に
よ
る
遷
善
所
設
置
の
重
要
な
狙
い

収
容
著
に
対
す
る
待
遇
と
い
う
面
を
見
れ
ば
、
監
獄
の
場
合
、
在
監
囚
徒
に

の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

対
し
て
一
目
に
倉
米
一
升
を
支
給
し
、
冬
季
に
は
紫
衣
一
件
を
給
し
、
席
薦
を

所
で
従
来
の
監
獄
と
新
設
の
遷
善
所
と
は
、
い
か
な
る
関
係
に
在
っ
た
の
で

常
に
鋪
置
し
、
冬
は
暖
床
を
設
け
、
夏
は
涼
漿
を
備
え
る
事
と
し
て
い
る
。
遷

あ
ろ
う
か
。
遷
善
所
の
設
置
は
監
獄
の
廃
止
を
伴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

善
所
に
在
っ
て
は
、
「
失
業
人
」
に
毎
目
「
飯
食
銀
元
五
分
」
、
「
犯
人
」
に
対

問
題
の
検
討
の
前
に
、
黄
遵
憲
の
監
獄
に
対
す
る
考
え
方
、
そ
の
改
善
の
方
策

し
て
「
飯
食
銭
四
分
」
の
支
給
を
規
定
し
、
こ
の
金
額
が
炊
事
係
の
厨
役
に

に
つ
い
て
見
る
事
と
し
た
い
。
黄
は
代
理
按
察
使
と
い
う
立
場
で
、
湖
南
の
各

支
出
さ
れ
、
食
事
が
賄
な
わ
れ
た
。
衣
料
の
面
で
は
牀
鋪
一
張
と
冬
季
の
架
枝

州
県
に
対
し
て
刑
獄
の
整
頓
に
関
す
る
札
文
を
発
し
て
い
る
゜
こ
の
礼
文
が
発

一
床
と
綿
・
綿
各
一
件
、
夏
季
に
お
け
る
蓆
一
張
の
支
給
が
規
定
さ
れ
て

せ
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
引
用
し
た
様
に
、
礼
文
の
末
尾
に
、
巡

い
る
。
以
上
の
各
収
容
著
に
対
す
る
待
遇
に
お
い
て
、
両
者
の
間
に
言
い
得
る

撫
陳
宝
箴
の
命
に
よ
り
、
省
城
の
保
衛
局
に
付
し
て
遷
善
所
を
設
立
し
、
更
に

程
の
差
は
見
出
し
難
い
様
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
遷
善
所
の
場
合
、
入
所
後
一

各
州
県
に
「
一
体
照
辨
」
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
旨
記
し
て
お
り
、
更
に

カ
月
間
の
鎖
紐
を
施
さ
れ
て
の
監
禁
後
、
態
度
良
好
者
は
鎖
紐
を
解
か
れ
、

「
中
国
近
代
期
刊
篇
目
彙
録
」
第
一
巻
所
載
の
「
湘
報
」
の
「
簡
目
」
に
拠
れ

自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
仕
事
を
行
う
事
が
出
来
、
旦
つ
そ
の
製
品
の
販
売
に
よ
っ

ば
、
一
八
九
八
年
五
月
三
十
日
(
二
十
四
年
四
月
十
一
目
)
付
の
第
七
十
三
号

て
利
益
を
得
た
場
合
、
五
割
を
出
所
時
に
支
給
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ

に
、
「
憲
通
飭
各
州
県
札
〔
黄
遵
憲
通
飭
改
革
管
獄
諸
弊
〕
」
の
見
出
し
が

の
点
に
つ
い
て
監
獄
の
場
合
、
「
囚
徒
ハ
其
在
監
中
各
自
好
ム
所
ノ
手
エ
ニ
従

見
え
て
お
り
、
遷
善
所
の
設
置
準
備
の
段
階
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

事
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
又
広
東
の
事
例
と
し
て
、
囚
徒
が
工
銭
を
受

礼
文
は
そ
の
表
題
の
如
く
、
当
時
の
州
県
の
監
獄
の
状
況
に
対
す
る
黄
遵
憲
の

領
す
る
特
権
を
有
し
て
い
た
事
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
が
全
国
普
遍

認
識
と
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
の
改
革
の
意
図
を
見
る
事
が
出
来
る
。
以
下
こ
の

の
制
度
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
、
又
囚
徒
に
給
さ
れ
る
工
銭
が
ど
の
程

礼
文
に
拠
っ
て
、
肖
時
の
湖
南
の
監
獄
の
状
況
と
、
そ
れ
に
対
す
る
黄
の
発
言

度
の
も
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
「
清
国
行
政
法
」
に
拠
れ
ば
、
「
大
清
会
典
」

を
見
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
の
遷
善
所
設
置
の
意
図
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
事

等
の
諸
史
料
に
お
い
て
、
囚
徒
を
労
役
に
服
さ
せ
る
事
に
関
し
て
何
等
の
規
定

と
す
る
。

も
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
実
に
は
、
地
方
的
な
判
断
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

黄
遵
憲
の
監
獄
に
対
す
る
認
識
は
。

二
十
五
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国
家
の
獄
を
設
く
る
は
、
原
よ
り
暴
を
禁
じ
奸
を
止
め
る
所
以
に
し
て
、

果
し
て
大
盗
要
兇
に
係
り
、
悪
貫
満
盈
(
悪
の
限
り
を
尽
す
)
な
れ
ば
、

自
ら
作
る
に
由
り
、
猶
お
言
う
べ
き
也
。

と
述
べ
る
様
に
、
大
盗
要
兇
を
収
禁
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
は
、

其
れ
市
井
鼠
窃
の
徒
・
室
家
雀
角
の
訟
は
、
或
い
は
饑
寒
こ
も
ご
も
迫
る

に
由
り
、
或
い
は
伶
無
告
に
出
ず
る
も
、
亦
犯
す
所
の
軽
重
を
問
わ
す
、

動
も
す
れ
ば
輒
ち
長
羈
永
禁
す
。

と
記
す
が
如
く
、
饑
寒
に
迫
ら
れ
て
や
む
な
く
犯
す
些
細
な
罪
行
や
訴
訟
に

対
し
て
、
そ
の
軽
重
を
問
わ
す
に
長
期
間
収
監
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
黄
に
在
っ
て
は
、
監
獄
は
本
来
的
に
は
悪
事
の
限
り
を
尽
し
、
更
生
不

可
能
と
さ
れ
る
悪
人
を
収
監
す
べ
き
施
設
で
あ
り
、
軽
犯
罪
著
や
訴
訟
関
係
著

を
拘
禁
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
現
状
は
、
湖
南
の
よ
り
具
体
的

な
事
例
と
し
て
、
恩
赦
に
よ
り
釈
放
さ
る
べ
き
著
が
、
被
害
著
へ
の
埋
葬
銀
を

支
払
い
得
な
い
為
に
、
二
年
余
も
拘
禁
さ
れ
続
け
た
り
、
無
罪
の
人
が
一
年
余

監
禁
さ
れ
て
病
死
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
更
に
獄
舎
の
内
部
は
、
狭
小

に
し
て
不
衛
生
で
、

即
と
え
尋
常
に
在
っ
て
も
、
亦
已
に
十
囚
五
死
し
、
若
し
天
災
に
遇
わ
ば
、

更
に
問
う
に
堪
え
す
。

と
あ
る
様
に
多
数
の
獄
死
著
を
出
す
と
言
う
。
又
牢
番
で
あ
る
禁
卒
・
看
役

も
収
監
著
か
ら
そ
の
所
持
品
を
没
収
し
て
己
の
物
と
し
、
彼
ら
に
種
々
の
拷
問
・

虐
待
を
加
え
る
。
為
に
囚
徒
の
様
子
は
、
黄
自
身
の
目
撃
に
拠
れ
ば
、

嚢
頭
(
頭
に
嚢
を
か
ぶ
せ
る
)
械
足
(
足
か
せ
)
せ
ら
れ
、
鳩
形
鵠
面
し
、

案
下
に
匍
匐
す
。
復
た
人
色
な
し
。

と
い
う
無
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
黄
は
十
五
条

の
改
善
策
を
州
県
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
月
報
等
の
冊
籍
類
の
整
備
に

よ
る
収
監
著
の
状
態
の
正
確
な
把
握
と
、
収
監
期
間
の
短
縮
化
、
丁
役
に
よ
る

収
奪
・
拷
問
の
禁
止
・
取
締
り
等
々
を
挙
げ
た
上
で
、
最
後
の
条
に
お
い
て
、

凡
そ
軽
罪
已
決
の
人
犯
は
、
素
よ
り
執
業
す
る
こ
と
鮮
し
。
又
戸
族
の
的

保
無
く
、
遽
か
に
釈
く
に
礙
難
な
る
著
は
、
応
に
各
府
州
県
に
由
り
公
所
を

役
立
し
、
教
え
る
に
工
芸
を
以
っ
て
し
、
恆
業
有
り
て
、
莠
を
化
し
て
良
と

為
す
を
期
す
べ
し
。

と
記
し
、
軽
罪
の
犯
罪
著
に
対
し
て
手
工
技
術
を
教
修
せ
し
め
、
良
民
に
矯

化
す
る
為
の
「
公
所
」
と
称
す
る
施
設
を
、
各
府
県
に
設
け
る
事
を
挙
げ
て
い

る
。
従
っ
て
黄
遵
憲
の
考
え
と
し
て
は
、
重
罪
凶
悪
な
犯
罪
著
は
と
も
か
く
、

生
活
苦
か
ら
や
む
な
く
不
法
行
為
を
働
い
た
人
に
対
し
て
、
懲
罰
の
施
設
と
し

て
の
監
獄
に
送
り
、
悲
惨
な
境
遇
に
陥
れ
る
よ
り
は
、
吏
生
矯
化
の
施
設
を
各

府
州
県
に
設
置
し
、
彼
ら
を
良
民
と
し
て
立
ち
直
ら
せ
る
事
に
主
眼
を
置
い
て

い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
監
獄
と
遷
善
所
と
の
関
係
に
っ
い
て
は
、
「
章
程
」
第
二
十
一
条
に
、

‘
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均
し
く
遷
善
所
に
発
交
し
て
辨
理
せ
し
む
。

に
対
し
て
、
所
内
に
お
い
て
職
業
訓
練
を
施
し
、
且
つ
そ
の
製
品
の
売
上
げ
利

と
規
定
し
、
徒
刑
以
土
の
重
罪
犯
全
て
が
監
獄
に
収
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

益
分
を
彼
ら
に
還
元
し
、
出
所
後
の
自
立
の
資
金
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
事

く
、
徒
・
流
刑
に
該
当
す
べ
き
も
、
情
状
酌
量
に
よ
っ
て
遷
善
所
に
送
ら
れ
、

等
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
ら
の
様
な
従
来
莠
民
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
、
弾
圧
・

更
生
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
事
も
有
っ
た
。
一
方
杖
刑
以
下
の
犯
罪
著
に
つ
い

取
締
り
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
人
々
を
体
制
内
に
再
び
組
織
化
し
、
社
会
に
有

て
は
、
分
局
長
に
よ
っ
て
収
容
期
間
が
定
め
ら
れ
て
遷
善
所
に
送
ら
れ
、
一
力

用
な
人
間
と
し
て
改
造
し
、
湖
南
省
の
、
更
に
は
中
国
の
商
工
業
の
振
興
・
発

月
の
鎖
紐
を
施
さ
れ
て
の
拘
禁
の
後
に
、
「
学
工
」
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

展
に
貢
献
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
保
衛
局
・
遷
善
所

事
は
た
と
え
徒
罪
以
上
の
犯
罪
者
で
あ
っ
て
も
、
更
生
の
見
込
み
の
有
る
著
は

設
置
の
推
進
著
で
あ
っ
た
黄
遵
憲
の
意
図
は
ま
さ
に
そ
こ
に
在
っ
た
と
考
え
ら

遷
善
所
に
収
容
し
、
良
民
と
し
て
、
職
業
人
と
し
て
社
会
で
活
動
さ
せ
様
と
す

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
無
知
・
蒙
昧
と
し
て
、
無
視
・
切
り
捨
て
・
取
締

る
意
図
が
有
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
遷
善
所
は
決
し
て
在
来
の
監

り
の
対
象
と
さ
れ
た
人
々
を
、
中
国
社
会
に
と
っ
て
よ
り
有
用
な
人
材
と
し
て

獄
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
監
獄
は
情
罪
重
い
犯
罪
著
を
収
容
す
る
施

組
織
し
よ
う
と
す
る
考
え
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
弾
圧
の
側
面
を

設
と
し
て
位
置
付
け
、
改
悛
の
情
有
る
犯
罪
者
に
対
し
て
、
徒
・
杖
・
笞
等
の

全
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
重
点
は
叙
上
の
所
に
在
っ
た
と
考
え
る
も
の

体
刑
に
代
え
て
、
更
生
手
段
と
し
て
の
「
学
工
」
=
職
業
訓
練
を
課
し
て
立
ち

で
あ
る
。

直
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
事
が
出
来
る
。

更
に
遷
善
所
と
在
来
の
監
獄
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
監
獄
が
本
来
、
未
決
囚

遷
善
所
の
設
置
は
、
以
上
に
見
た
様
に
、
従
来
の
裁
判
・
刑
罰
の
方
法
を
I

を
拘
置
す
る
場
で
あ
り
、
現
今
の
刑
務
所
の
如
き
罪
を
償
う
べ
く
懲
役
を
行
う

定
程
度
改
善
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

場
で
は
な
い
。
し
か
し
現
実
に
は
未
決
の
ま
ま
長
期
に
わ
た
っ
て
収
監
さ
れ
た

り
、
無
辜
の
人
民
が
不
衛
生
状
態
に
放
置
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
地
獄
図
の

五

お

わ

り

に

如
き
状
況
を
呈
し
て
い
た
・
そ
の
様
な
監
獄
制
度
の
実
情
に
対
し
て
、
遷
善
所

遷
善
所
は
湖
南
の
警
察
機
構
と
し
て
設
置
さ
れ
た
保
衛
局
に
付
置
さ
れ
た
施

は
犯
罪
著
に
対
す
る
処
分
を
速
か
に
行
い
、
且
つ
た
と
え
重
罪
に
し
て
徒
刑
以

設
で
あ
り
、
中
村
義
氏
は
「
囚
人
の
再
起
の
た
め
の
更
生
施
色
戸
述
べ
ら
れ

上
に
該
当
す
べ
き
も
、
情
状
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
遷
善
所
に
収
容
し
て
更
生
せ

た
。
し
か
し
小
稿
に
お
い
て
検
討
し
て
来
た
様
に
、
遷
善
所
は
犯
罪
者
を
収
容

し
め
る
と
い
う
措
置
を
取
る
事
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
中
国
の
前
近
代
的
な

し
、
そ
の
更
生
を
図
る
施
設
で
あ
る
と
共
に
、
収
容
定
員
の
上
で
そ
れ
と
同
数

裁
判
制
度
・
刑
獄
制
度
に
対
す
る
一
つ
の
改
革
の
試
み
と
し
て
も
評
価
す
べ
き

の
無
業
・
失
業
の
人
と
を
収
容
し
て
職
業
訓
練
を
施
す
施
設
で
も
あ
り
、
紳
商

事
で
あ
ろ
う
。

の
損
資
に
よ
っ
て
後
著
の
収
容
能
力
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

尚
、
当
時
遷
善
所
と
同
じ
様
な
内
容
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
「
自
新
所
」
と
称

こ
の
事
は
先
に
も
記
し
た
様
に
、
こ
れ
ら
無
業
・
失
業
の
人
々
を
将
来
的
に
不

さ
れ
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
省
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
記
事
や
、
湖
南

法
行
為
を
起
し
か
ね
な
い
危
険
分
子
と
し
て
、
事
前
に
収
禁
す
る
予
防
拘
禁
と

の
遷
善
所
が
湖
北
の
遷
善
所
章
程
を
模
範
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
す
る
記
載
が

し
て
の
狙
い
が
有
っ
た
と
の
解
釈
も
一
方
で
は
可
能
と
す
る
が
、
他
方
で
彼
ら

有
り
、
既
に
湖
北
に
遷
善
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
に
見
え
る
。
先
に
は
否
定

二
十
七
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的
な
見
解
を
記
し
た
が
、
尚
疑
問
と
し
て
、
後
日
の
課
題
と
し
て
残
す
事
と
す

る
。誠
に
零
細
な
史
料
に
拠
り
、
推
測
を
重
ね
つ
つ
以
上
の
如
き
結
論
を
得
た
が
、

当
を
失
す
る
点
の
多
々
有
る
事
を
恐
れ
る
。
し
か
し
敢
え
て
現
在
開
攬
し
得
る

史
料
を
基
に
ま
と
め
て
覚
書
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
乞
う
次

第
で
あ
る
。

(
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
一
日
受
理
)
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